
宇
部
市
条
例
第
三
十
二
号 

 
九
月
市
議
会
定
例
会
の
議
決
を
経
て
、
宇
部
市
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。 

令
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七
年
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宇
部
市
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例 

 

人
権
は
、
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
つ
、
誰
も
が
幸
福
に
生
活
す
る
た
め
に
必

要
な
権
利
で
あ
り
、
こ
の
基
本
的
人
権
の
保
障
は
日
本
国
憲
法
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

本
市
に
お
い
て
は
、
「
人
間
が
尊
重
さ
れ
る
都
市
づ
く
り
」
と
い
う
市
民
宣
言
の
も
と
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
相
互
に
認
め
合
え
る
共
生
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
、

人
権
教
育
及
び
啓
発
に
関
す
る
諸
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
に
お
い
て
も
な
お
、
人
権
に
関
す
る
社
会
的
課
題
は
数
多
く
存
在
し
、

子
ど
も
や
高
齢
者
に
対
す
る
い
じ
め
や
虐
待
、
障
害
者
や
外
国
人
、
感
染
症
患
者
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
な
ど
、
多
様
な
形
態
の
人
権
侵
害
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。 こ

れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち
は
、
個
人
の
価
値
観
が
多
様
化
す
る
中
に

あ
っ
て
も
、
互
い
を
思
い
や
る
心
を
育
み
、
各
々
の
個
性
を
認
め
合
い
、
そ
し
て
互
い
の
人
権
を

尊
重
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
、
本
市
は
、
差
別
、
暴
力
、
虐
待
そ
の
他
の
人
権
侵
害
を
許
さ
な
い
と
い
う
決
意
の
も

と
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
互
い
の
多
様
性
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
不
当
な
差
別
を
は
じ
め
と

す
る
人
権
侵
害
行
為
を
な
く
す
た
め
に
主
体
的
に
行
動
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
生
き
づ
ら
さ
を
感

じ
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
し
ま
す
。 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
本
市
に
お
け
る
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
、
市
の
責
務
並
び

に
市
民
等
及
び
事
業
者
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
人
権
意
識
の
高
揚
及
び
人
権
擁

護
に
資
す
る
施
策
（
以
下
「
人
権
施
策
」
と
い
う
。
）
の
推
進
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
、

人
権
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に



定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 
市
民
等 

本
市
に
居
住
し
、
通
勤
し
、
通
学
し
、
又
は
滞
在
す
る
者
を
い
う
。 

二 
事
業
者 

本
市
に
お
い
て
事
業
活
動
を
行
う
個
人
又
は
法
人
そ
の
他
の
団
体
を
い
う
。 

三 

不
当
な
差
別 

年
齢
、
性
別
、
性
的
指
向
、
性
自
認
、
出
身
、
障
害
そ
の
他
の
事
由
を
理

由
と
す
る
差
別
を
い
う
。 

四 

人
権
侵
害
行
為 

不
当
な
差
別
、
い
じ
め
、
虐
待
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
、
誹
謗
中
傷

そ
の
他
の
他
人
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
行
為
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
も

の
を
含
む
。
）
を
い
う
。 

（
基
本
理
念
） 

第
三
条 

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
す
べ
て
の
人
が
基
本
的
人
権
を
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

持
っ
て
お
り
、
か
け
が
え
の
な
い
尊
い
生
命

い

の

ち

の
主
体
者
で
あ
る
と
い
う
「
人
権
尊
重
」
を
基
本

的
な
考
え
方
と
し
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
人
権
侵
害
行
為
の
禁
止
） 

第
四
条 

何
人
も
、
不
当
な
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
侵
害
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
市
の
責
務
） 

第
五
条 

市
は
、
第
三
条
に
規
定
す
る
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と

り
、
市
民
等
及
び
事
業
者
の
人
権
意
識
の
高
揚
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
に
必
要
な
人
権
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
市
民
等
の
役
割
） 

第
六
条 

市
民
等
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る

生
活
の
場
に
お
い
て
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
自
ら
も
人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
と
と
も

に
、
市
が
実
施
す
る
人
権
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
事
業
者
の
役
割
） 

第
七
条 

事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
を
尊
重
し
、
事
業
活
動
に

関
わ
る
者
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
市
が
実
施
す
る
人
権
施
策
に
協
力
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
） 

第
八
条 

市
は
、
市
民
等
及
び
事
業
者
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関
等
と
連
携

し
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。 

（
指
針
の
策
定
等
） 

第
九
条 

市
は
、
第
五
条
に
規
定
す
る
市
の
責
務
を
果
た
す
た
め
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に

必
要
な
人
権
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
指
針
（
以
下
「
推
進
指
針
」
と
い
う
。
）
を
策
定
す
る

も
の
と
す
る
。 



２ 

市
は
、
推
進
指
針
に
基
づ
き
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
人
権
施
策
を
具
体
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
調
査
等
） 

第
十
条 

市
は
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
人
権
施
策
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、

必
要
な
調
査
及
び
情
報
の
収
集
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
委
任
） 

第
十
一
条 

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
市

長
が
別
に
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
定
め
ら
れ
て
い
る
宇
部
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
指
針
は
、
第

九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
推
進
指
針
と
み
な
す
。 

 


